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海遊館（大阪市港区）では、2026年 11月 8日(日)より、館内「北極圏」（3 階水中部分）にて、飼育

員が北極圏で採集した魚類やカニ、ヒトデなど、北極圏で暮らす生きものたち合計 17種 85点を追加で

展示します。 

 海遊館では、2026年 6月 19日から 7月 31日までの 43日間、北海道大学の練習船「おしょろ丸」が実

施した北極航海調査に飼育員が同行し、約 27種 370 点の生きものを採集しました。今回、それらの中か

ら「アイシェイドスカルピン（オコゼカジカ）」など海遊館初展示の 3 種をはじめ、17 種 85 点（予定）

を追加展示し、合計 22種 205点（予定）の北極圏で暮らす生きものをご覧いただきます。 

 

【 「飼育員目線の特別体験～北極圏の生きものたち編～」を開催 】 

今回追加展示を行うにあたり、生きものたちをバックヤードから展示水槽へ引っ越しさせる、普段は

ご覧いただくことのできない作業を、飼育員とともに体験することができるプログラム「飼育員目線の

特別体験～北極圏の生きものたち編～」を 11月 7日（土）に開催します。調査に参加した飼育員によ

るレクチャーや航海中のエピソードを聞くほか、現地で採集した生きものを展示水槽へ移す作業をご体

験いただけます。 

 

海遊館では、今回の展示やイベントを通して、生きものや自然環境に興味を持っていただく機会を提

供したいと考えています。 

別紙にて、追加展示する生物種や特別体験イベントの詳細についてお知らせいたします。 

 

 

飼育員が北極圏で採集した生きものたちを 11/8 より追加展示！ 

～生きもののお引越しを間近で体験する特別イベントを 11/7 に開催～ 

メディア関係各位 

【本件に関するメディア関係者各位からのお問い合わせ先】 

海遊館 広報チーム 06-6576-5529 

 
※本資料の提供先：大阪市政記者クラブ、及び弊社プレスリリース提供希望のメディア関係各社 

アイシェイドスカルピン（オコゼカジカ）※海遊館初展示 アークティックコッド（ホッキョクダラ） 



 

【 展示予定の生きものについて 】 

《展示場所》館内エントランスビル「北極圏」（3階水中部分） 

《主な展示生物》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※生きものの状態により、予告なく展示期間や展示数を変更する場合があります。  

別 紙 

ケルプスネイルフィッシュ（クサウオの仲間） 

ファジーハーミット（ヤドカリの仲間） ブルーキングクラブ（アブラガニ） 

フサトゲニチリンヒトデ（ヒトデの仲間） シーラズベリー（サンゴの仲間） 

フィッシュドクター（ハダカゲンゲ） 



【 「飼育員目線の特別体験～北極圏の生きものたち編～」開催要項 】 

《開催日時》11 月 7 日(土) 18:50～21:00 

《開催場所》海遊館エントランスビル 3階「北極圏」及びバックヤード 

《対  象》小学生以上 ※小・中学生のご参加には 18 歳以上の保護者の参加が必須です。 

《定  員》6名 

《料  金》10,000円/名（消費税込み、年齢による料金区分なし）  

※海遊館入館料が別途必要です。 

《主な内容》北極航海調査に参加した飼育員によるレクチャー 

航海中のエピソード紹介 

採集した生きものを展示水槽へ移す作業のお手伝い  など 

《応募方法》海遊館公式ホームページにてメールでご応募ください。 

募集期間：10月 7日(水)～18日(日) 

※厳正なる抽選後、当選者のみメールでご連絡します。 

※生きものの状態により、イベント内容を予告なく変更または中止する場合があります。 

 

【 「北極圏」水槽について 】 

《場 所》 海遊館エントランスビル 3階、4階 

《内 容》 3階：北極圏に暮らす魚類や無脊椎動物などを小型水槽計 7基で展示  

      4階：ワモンアザラシを大型水槽 1基で展示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「北極圏」水槽の 3階部分 

以 上 


